
★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面
か

１
０
１
５
０
８

口

口

尚

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈ギ
ャ
ラ
リ
ー

ポ
ー

ラ
ン
ド
の
至
宝

ポ
ー
ラ
ン

ド
芸
術
の
魅
力
に
迫
る
約
百
四

十
点
。
首
都
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
王

宮
や
旧
都
ク
ラ
ク
フ
の
ヴ
ァ
ヴ

ェ
ル
城
に
伝
わ
る
絵
画
、工
芸
、

彫
刻
を
は
じ
め
、
二
つ
の
国
立

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

十
九
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
絵
画
も

展
示
。

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
モ

ナ
リ
ザ

と
呼
ば
れ
る

額が
く

縁ぶ
ち

の
中
の
少
女

と

机
の
前
の

学
者

の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
作
品

二
点
は
日
本
初
公
開
。
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
、
シ
ョ
パ
ン
、
キ
ュ
リ

ー
夫
人
の
関
連
資
料
等
も
展

示
。
十
月
三
十
一
日
ま
で
開
催

中
（
会
期
中
無
休
）
。
九
時
半

十
九
時
半
（
最
終
入
場
十
九

時
）
。
当
日
一
般
千
二
百
円
。

地
下
鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五

分
。
六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館

日
英
こ

ど
も
鉄
道
絵
画
展

同
館
と

梅う
め

小こ
う

路じ

蒸
気
機
関
車
館
が
英
国

国
立
鉄
道
博
物
館
と
姉
妹
提
携

を
結
ん
で
十
周
年
を
記
念
し
、

両
国
の
子
供
た
ち
が
描
い
た
鉄

道
画
を
一
堂
に

写
真
は
イ
メ

ー
ジ
。

英
国
国
立
鉄
道
博
物

館
の
魅
力

展
も
。
一
月
三
十

日
ま
で
開
催
中
。
十

十
七
時

入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら

開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝

日
な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高
校

生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学

生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館

秋
の
子
ど
も

会

十
一
月
六
日
（
土
）
十
四

十
五
時
、
港
区
民
セ
ン
タ
ー

二
階
で
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど

図
書
展
示
受
賞
図
書

展

十
月
三
十
一
日
ま
で

同

時
代
小
説
を
楽
し
む

展

十
一

十
二
月

商
用
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
無
料
開
放

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
る
有
料
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
大
阪
市
立
図
書

館
全
館
で
は
無
料
で
検
索
で
き

る
。
新
聞
、
雑
誌
、
法
律
・
判

例
情
報
、
事
典
類
な
ど
二
十
種

超
。
六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
２
５
回
定
期
演

奏
会

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

山
下
洋よ

う

輔す
け

と
首
席
指
揮
者
・
藤

岡
幸さ

ち

夫お

が
一い

ち

柳や
な

慧ぎ
と

のし

傑
作

を
関
西
初
演
。
演
奏

曲
は

ブ
ラ
ー
ム
ス

交
響
曲

第
３
番
ヘ
長
調
作
品

一
柳

慧

オ
ペ
ラ

愛
の
白
夜

よ

り

ワ
ル
ツ

一
柳
慧

ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
４
番

。
十
一
月
十
九
日
（
金
）

十
九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。

十
八
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ

レ
ト
ー
ク
。

五
千
円
、

四

千
円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西

を
中
心
に
活
躍
す
る
中
堅
・
若

手
芸
人
に
よ
る
定
例
地
域
寄
席
。

出
演
は
笑
福
亭
学が

っ

光こ
う

、
旭
堂
南な

ん

鱗り
ん

（
講
談
）
、
桂
春は

る

若わ
か

、
笑
福

亭
生せ

い

寿じ
ゅ

。
十
月
二
十
七
日
（
水
）

十
九
時

二
十
時
半
。
無
料
。

当
日
先
着
百
二
十
名
。

六
五

七
七

一
四
三
〇
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー

港
近

隣
寄
席

十
月
二
十
九
日（
金
）

十
四

十
六
時
。
出
演
は
桂
さ

ん
都と

改
め
桂
鯛た

い

蔵ぞ
う

、
桂
三さ

ん

幸こ
う

、

桂
佐さ

ん
吉
。
定
員
五
十
名
（
当

日
先
着
順
）。協
力
金
五
百
円

懐
か
し
の
名
画
大
会

黒
の
盗

賊

出
演
は
大
川
橋
蔵
、
大

友
柳
太

り
ゅ
う

郎
他
。
十
一
月
十
二
日

（
金
）
十
四
時

。
会
費
百
円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
。
問
合
せ
は
大
阪
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
港
区
支
部

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
へ
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽

喫
茶
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

ソ
プ
ラ
ノ
中
島
恵え

美み

と
ピ
ア

ノ
宮
崎
剛
が

つ
よ
し

ク
ラ
シ
ッ
ク
演

奏
。
毎
月
第
一
金
曜
十
九
時
か

ら
。会
費
二
千
円（
一
飲
物
付
）。

定
員
十
五
人
、
要
予
約

は
な

ま
る
カ
フ
ェ

若
手
テ
ノ
ー
ル

デ
ュ
オ

フ
ェ
イ
ズ

が
日
本

の
懐
か
し
い
歌
を
。
毎
月
最
終

金
曜
十
九
時
か
ら
。
会
費
千
円

（
一
飲
物
付
）

天
王
寺
区
上

本
町
六

二

三
七
、
地
下
鉄

谷
町
九
丁
目

出
口
、

六
七

六
七

〇
〇
一
二
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

加
藤
眞ま

琴こ
と

展

絵
画
。
十
月
十

七
日
ま
で
開
催
中（
十
三
日
休
）展

布
に
よ
る
表
現
。
十
月
二
十

一

三
十
一
日（
二
十
七
日
休
）

椿
崎
和か

ず

生お

展

子
供
の
情

景
。
十
一
月
十
一

二
十
一
日

（
十
七
日
休
）

入
場
無
料
。

港
区
役
所
向
か
い
。
十
一

十

九
時
（
最
終
日
十
七
時
）
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
華
墨
会

水
墨
画
展

十

月
二
十
五
日

十
一
月
十
一
日

九

十
七
時
半
、
港
区
役
所
区

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
（
土
日
祝

休
）。本
紙
で
紹
介
さ
れ
た
同
会

の
天
保
山
・
南
市
岡
教
室
の
生

徒
や
講
師
の
作
品
を
一
堂
に
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

十
周
年
記
念

徳
治は

る

昭あ
き

童
画

展

十
月
二
十
一

二
十
六

日
。
絵
本
・
広
告
等
に
活
躍
す

る
童
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
重
厚
で
ほ
っ
こ
り
温
か
な

作
品

写
真
は
童
画
集

秋
の

風
情
・
収
穫
祭

十
一
月
一

九
日

開
館
は
十
一

十
八
時

（
火
曜
十
六
時
迄
）、水
曜
定
休
。

入
場
無
料
。
弁
天
四

一
一

四（
ピ
ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六
五
九
九

七
九
七
七
。

●
最
後
ま
で
可
愛
が
っ
て

年

齢
不
明
。
避
妊
済
。
性
格
穏
や

か
。

０
９

０
・
５
８
８

８
・
７
６
８

９
こ
て
ま
り

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
ま
す

い

い
服
な
の
に
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い

そ
ん
な
時
に
。
簡
単
な
直
し

で
も
お
気
軽
に
。

０
９
０
・

５
８
９
８
・
１
９
４
５
セ
ツ
。

●
文
化
書
道
教
室

一
般
・
児

童
生
徒
募
集
。
日
時
相
談
。
港

晴
。

６
５
７
３
・
７
２
７
９

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ポ

ー
ラ
ン
ド
の
至
宝

（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
２
５
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

山

姥

（
７
面
に
案
内
）
招
待
券

を
ペ
ア
２
組
に
。

（
前
号
ま
で

昭
和
十
五
年
、

二
十
歳
で
陸
軍
に
入
隊
し
た
私

は
中
国
へ
渡
り
、
江こ

う

南な
ん

作
戦
に

参
加
。
十
七
年
の
白
兵
戦
で
は

戦
友
を
亡
く
し
、
十
九
年
の
桂け

い

林り
ん

戦
で
は
満
身
創そ

う

痍い

の
身
で
学

徒
兵
の
最さ

い

期ご

を
看み

取
っ
た

）

◆
安
慶
の
捕
虜
収
容
所
へ

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、

洞ど
う

庭て
い

湖
そ
ば
で
玉

ぎ
ょ
く

音お
ん

放
送
を
聞

き
、敗
戦
を
知
り
ま
し
た
。我
々

の
部
隊（
高
知
の
第
四
十
師
団
）

は
中
国
軍
（
国
民
政
府
軍
）
に

武
装
解
除
さ
れ
、
安あ

ん

慶け
い

の
捕
虜

収
容
所
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

飯は
ん

盒ご
う

の
蓋ふ

た

一
杯
の
雑ぞ

う

炊す
い

が
一

日
の
食
事
で
し
た
。
そ
の
う
ち

私
を
含
む
三
十
人
が
使し

役え
き

に
駆

り
出
さ
れ
、
日
本
軍
の
倉
庫
に

残
っ
て
い
た
米
、
塩
、
砂
糖
、

醤し
ょ

油う
ゆ

な
ど
を
中
国
軍
の
倉
庫
ま

で
運
ぶ
日
が
続
き
ま
し
た
。

や
が
て
復
員
の
話
が
出
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
で
し
た
。
作
業

後
に
中
国
軍
が
検
査
す
る
と
、

塩
が
一
俵
足
り
ま
せ
ん
。
リ
ー

ダ
ー
の
私
は
中
国
軍
の
建
物
へ

連
れ
て
行
か
れ
、

盗
ん
だ
犯

人
を
連
れ
て
来
い

と
命
ぜ
ら

れ
ま
し
た
。
部
下
の
所
へ
戻
っ

て
盗と

っ
た
者
は
名
乗
り
出
よ

と
言
う
と
三
人
が
進
み
出
ま
し

た
。
運
ぶ
途
中
で
中
国
人
に
乞こ

わ
れ
て
売
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
分
か
っ
た
。

話
を
つ
け
て
く
る
か
ら
待
っ
と

れ

。
そ
う
言
っ
て
再
び
中
国

軍
の
建
物
へ
向
か
い
ま
し
た
。

◆

塩
一
俵
の
命

ど
う
し
て
犯
人
を
連
れ
て

来
な
い
！

と
中
国
側
は
カ
ン

カ
ン
で
し
た
。
私
は

塩
一
俵

の
た
め
に
部
下
の
命
を
差
し
出

す
こ
と
は
出
来
ん

と
覚
悟
を

決
め
、

部
下
の
責
任
は
自
分

の
責
任
。殺
す
な
ら
俺
を
殺
せ

と
答
え
ま
し
た
。
ま
さ
に

身

を
捨
て
て
こ
そ
浮
か
ぶ
瀬
も
あ

れ

の
心
境
で
し
た
。
中
国
側

は
戸
惑
っ
た
様
子
で
、

待
っ

て
お
れ

と
言
い
ま
し
た
。

十
分
ほ
ど
た
っ
て
奥
の
隊
長

室
へ
通
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
過

ぎ
く
ら
い
の
そ
の
隊
長
は
言
い

ま
し
た
。
も
う
戦
争
は
終
わ
り
、

部
下
も
何
も
な
い
。
な
ぜ
仲
間

を
庇か

ば

う
の
か

戦
争
が
終
わ

ろ
う
と
部
下
は
部
下
。
日
本
へ

無
事
帰
ら
せ
る
責
任
が
あ
る
。

隊
長
は
し
ば
ら
く
私
を
睨に

ら

ん

で
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
口
を

開
き
ま
し
た
。
お
前
の
よ
う
な

奴や
つ

は
初
め
て
だ
。
も
し
お
前
を

殺
す
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば
私
の

名
が
汚け

が

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
件

は
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る

。

と
こ
ろ
が
部
屋
を
出
よ
う
と

ド
ア
に
手
を
か
け
た
時
、
再
び

声
が
し
ま
し
た
。

待
て
！

や
は
り
処
刑
か

そ
う
思

っ
て
振
り
返
る
と
、
手
に
何
や

ら
持
っ
て
突
き
出
し
て
い
ま

す
。
皆
で
飲
め
。
そ
れ
は
中

国
の
銘
酒
、
紹

し
ょ
う

興こ
う

酒し
ゅ

で
し
た
。

◆
感
謝
の
敬
礼
、
復
員

私
は
戻
っ
て
事
情
を
話
し
、

す
ぐ
に
皆
を
中
国
軍
の
建
物
の

前
へ
連
れ
て
行
き
、
整
列
さ
せ

ま
し
た
。

隊
長
に
向
か
っ
て

敬
礼
！

。
や
が
て
二
階
の
窓

が
開
い
て
隊
長
が
顔
を
出
し
、

二
三
度
頷
い

う
な
ず

た
よ
う
で
し
た
。

そ
の
目
と
私
の
目
が
合
い
ま
し

た
。
私
の
眼
に
は
涙
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
光
る
も
の

が
彼
に
も
見
え
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
敵
・
味
方
を
越
え
た
人
と

人
の
情
の
繋つ

な

が
り
と
い
う
も
の

を
教
え
ら
れ
た
一
瞬
で
し
た
。

と
も
あ
れ
昭
和
二
十
一
年

春
、
我
々
は
無
事
復
員
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

◆
戦
後
は
建
設
の
仕
事
に

戦
後
は
結
婚
し
て
大
阪
へ

出
、
建
築
関
係
の
仕
事
に
就つ

き

ま
し
た
。
今
は
娘
が
三
人
、
孫

は
六
人
。
十
八
年
前
か
ら
は
港

区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
俳
句

同
好
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

殺
し
合
う

敵
も
味
方
も

霧
の
中

こ
れ
は
復
員
し

て
間
も
な
い
頃
、
景
勝
の
地
・

桂
林
で
の
霧
の
中
の
戦
い
を
振

り
返
っ
て
詠よ

ん
だ
句
で
す
が
、

こ
の
美
し
い
地
球
上
で
人
間
同

士
が
殺
し
合
う
ほ
ど
愚
か
な
こ

と
は
な
い
と
、
今
も
思
っ
て
お

り
ま
す
。

（
終
わ
り
）

下

や
ま

だ

か
つ

ひ
こ

）（
三
先

）

や
ま

だ

か
つ

ひ
こ

）（
三
先

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

ベ
ル
ナ
ル
ド

ベ
ロ
ッ
ト

ジ
グ
ム
ン
ト
３
世
の
円
柱

か
ら
見
た
ク
ラ
ク
フ
郊
外
通

り

１
７
６
７

１
７
６
８

年

ワ
ル
シ
ャ
ワ
王
宮
所
蔵

藤岡幸夫 山下洋輔

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 金曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


